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調査研究の観点及び各教科書の特徴 

観点 

発行者 
基礎・基本の定着 主体的に学習に取り組む工夫 内容の構成・配列・分量 内容の表現・表記 言語活動の充実 

２ 

東書 

１ 目標の示し方 
・単元の扉に単元の目標を

単元名として示してい
る。 

２ 新出漢字の示し方 
・脚注に行数，音訓，用例

を示している。 
・巻末に「新出漢字一覧」

として，ページ数，音訓，
部首，画数，筆順，用例
を示している。 

・巻末に「新出音訓一覧」
として，ページ数，新出
音訓，用例を示している。 

３ 言語・文法の扱い 
・言語は「日本語探検」と

して，文法は「文法の窓」
として単元の中で１～２
ページ程度でまとめてい
る。 

・巻末に，詳しい文法解説
を示している。 

 

１ 興味・関心 
・「案内や報告の文章を書こ

う」では，保護者宛ての
合唱祭の案内や合唱祭の
結果を学年便りに掲載す
る記事を書く活動を取り
上げている。 

・「話し合いで問題を解決し
よう」では，論点を整理
し議論の順序をチャート
で整理して討論する活動
を取り上げている。 

２ 学習過程・具体例 
・「話すこと・聞くこと」「書

くこと」を扱うページを
上下２段に分け，上段に
学習の流れ，下段に具体
例などを提示している。 

・「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の教材の前に「学
びの扉」を配置し，直前
の教材で学習したことと
の関連を示している。  

１ 構成，配列 
・本文，「基礎編」「資料編」

の３部構成である。 
・年間７単元。各単元は，

各領域を関連させたもの
と『言葉の特徴やきまり
に関する事項』『漢字に関
する事項』で構成してい
る。 

・古典教材は，全学年，第
５単元に配列している。 

２ 分量 
・「書くこと」の３年間合計

ページ数が５発行者中で
最も多い。 

３ 発展的な学習の示し方 
・「資料編」に読み比べたり

読み広げたりできる教材
を掲載している。 

 

１ 巻末資料の示し方 
・「基礎編」「資料編」とし
て全学年に示している。 

・「学びを支える言葉の力」
では，言葉の力を「実用
的な言葉の力」「論理的な
言葉の力」「創造的な言葉
の力」の３項目６種類に
分類し，学年に応じて系
統的に示している。 

・文法に関しては，各解説
の後に演習問題を掲載し
ている。 

２ 本文と図表等との関連 
・１学年説明的な文章にお
いて文章と図表との関連
について考えさせる教材
は，３教材１９ページ掲
載されている。図表等の
種類は分布図などもあり
５種類と多い。（数１２） 

１ 読書単元の設定 
・読書単元「読書への招待」

（３回）を設定し３作品
を掲載している。資料編
に２作品を掲載するとと
もに２種類の読書活動を
紹介している。 

２ 書籍紹介 
・読書単元末の「読書案内」 
・資料編の「本と出会おう」 
・学習の手引き中や脚注の
「読書案内」。 

・書籍紹介数 ３０５冊 
３ 「書くこと」の学習 
・１・２学年は６回，３学
年は４回設定し，詩歌の
創作やレポート，批評文，
手紙，ミニ雑誌の編集な
どがある。 

４ 言語活動充実の手立て 
・資料編に「話すこと・書
くこと題材例」や「発想・
整理の方法」の解説があ
る。 

１１ 

学図 

１ 目標の示し方 
・単元の扉に単元名と単元

の目標を示している。 
２ 新出漢字の示し方 
・脚注に行数と本文中の読

１ 興味・関心 
・「隠れた世界を知る」では，

運動会や文化祭などの学
校行事で，友達がどのよ
うな仕事をしていたかを

１ 構成，配列 
・本文，「言語の学習」「日

本文学の流れ」「口語・文
語活用対照表」の４部構
成である。 

１ 巻末資料の示し方 
・「言語の学習」「日本文学
の流れ」「口語文語活用対
照表」として全学年に示
している。 

１ 読書単元の設定 
・読書単元「読書１」「読書

２」を設定し，掲載作品
に係る評論も含め，３～
４作品を掲載している。 



みを示している。 
・教材末にページ数，音訓，

用例を示している。 
３ 言語・文法の扱い 
・言語は「言葉と生活・言

葉と文化」として３～５
ページで各学年１回示
し，文法は「文法の学習」
として単元末に１ページ
にまとめている。 

・巻末に，詳しい文法解説
と「○年生の語句・語彙
の学習」を示している。 

 

取材し，記事に書く活動
を取り上げている。 

・「多様な意見の交差」では，
立場を決めて主張をまと
め，パネルディスカッシ
ョンを行う活動を取り上
げている。 

２ 学習過程・具体例 
・「話すこと・聞くこと」「書

くこと」を扱うページを
上下２段に分け，主に上
段に学習の流れ，下段に
学習の見通しや具体例な
どを、図表を多用して提
示している。 

・「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の教材の前また
は後に「活動を考える」
を配置し，教材で学習す
ることとの関連を示して
いる。 

・年間５単元。各単元は各
領域を関連させたものと
『言葉の特徴やきまりに
関する事項』『漢字に関す
る事項』で構成している。 

・古典教材は，全学年，第
４単元に配列している。 

２ 分量 
・「読むこと」「伝統的な言

語文化」「言葉の特徴やき
まり・漢字」の３年間合
計ページ数が５発行者中
で最も多い。 

３ 発展的な学習の示し方 
・「読むこと」の学習で，第

一教材・第二教材に続い
て選択教材を掲載してい
る。 

 

・「古典に親しむために」と
して，全学年とも歴史的
仮名遣い・文法・古語等
の資料を掲載している。 

・文法に関しては，解説と
併せて脚注に演習問題を
掲載している。 

２ 本文と図表等との関連 
・１学年説明的な文章にお
いて文章と図表との関連
について考えさせる教材
は，３教材１４ページ掲
載されている。図表等の
種類が２種類と少ない。
（数１０） 

２ 書籍紹介 
・「読書２」の後の「読書案

内」。 
・筆者紹介の脚注の「読書
に広げるために」。 

・書籍紹介数 ９９冊 
３ 「書くこと」の学習 
・各学年２回で，物語や詩，

エッセイ，意見文やブッ
クカバーを書く活動があ
る。 

４ 言語活動充実の手立て 
・各単元の「読むこと」の
作品の内容からつなげ
て，表現活動に係るコラ
ム「活動を考える」を設
定し，「話す・聞く」「書
く」活動への準備として
いる。 

１５ 

三省堂 

１ 目標の示し方 
・単元の扉に単元の目標を

単元名として示してい
る。 

２ 新出漢字の示し方 
・脚注に行数と本文中の読

みを示している。 
・教材末にページ数，音訓，

用例を示している。 
・巻末に「○年生で学ぶ漢

字字典」として，ページ
数，音訓，部首，画数，
筆順，用例を示している。 

・巻末に「○年生で学ぶ音
訓」として，ページ数，
新出音訓を示している。 

３ 言語・文法の扱い 
・言語は「ことば発見」と

して単元の中で１～３ペ
ージにまとめている。文
法は「文法のまど」とし
て単元の中で１ページに

１ 興味・関心 
・「目的や相手に応じて，情

報を編集する」では，学
校の様々な行事を案内す
るリーフレットを書く活
動を取り上げている。 

・「合意を形成し，課題を解
決する」では，グループ
でまとめた企画案を，ク
ラスや学年の企画会議で
検討する活動を取り上げ
ている。 

２ 学習過程・具体例 
・「話すこと・聞くこと」「書

くこと」を扱うページの
脚注部分を広く取り，学
習の流れやポイントなど
を提示している。 

・「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の具体例や学習
活動の説明に，イラスト
や図表を多用している。 

１ 構成，配列 
・本文と「資料編」の２部

構成である。 
・１・２学年７単元，３学

年６単元。各単元は各領
域を関連させたものと
『言葉の特徴やきまりに
関する事項』『漢字に関す
る事項』で構成している。 

・古典教材は，全学年，第
３単元に配列している。 

２ 分量 
・「話すこと・聞くこと」の

３年間合計ページ数が５
発行者中で最も多い。 

３ 発展的な学習の示し方 
・「資料編」に読み比べたり

読み広げたりできる教材
を掲載している。 

 

１ 巻末資料の示し方 
・「読書の広場」「考える広
場」「参考資料」として全
学年に示している。 

・「学ぶ力を高めよう」では，
学びを深めるための手法
を「さまざまな思考方法
を使う」「メモを活用す
る」等の７つに分け，学
年に応じて示している。 

・文法に関しては，各解説
の後に演習問題を掲載し
ている。 

２ 本文と図表等との関連 
・１学年説明的な文章にお
いて文章と図表との関連
について考えさせる教材
は，３教材１７ページ掲
載されている。図表等の
数は少ない。（数８） 

１ 読書単元の設定 
・読書単元「読書」を設定
して 1 作品を掲載し，
１・２学年は関連して「読
書郵便」などの読書活動
を示している。資料編に
「読書の広場」として古
典作品を掲載している。 

２ 書籍紹介 
・学習の手引き中の「私の
本棚」。 

・「資料編」の「小さな図書
館」。 

・書籍紹介数 ２８９冊 
３ 「書くこと」の学習 
・１学年は５回，２学年は
４回，３学年は３回設定
し，レポート，行事案内
リーフレット，地域情報
誌，小論文などを書く活
動がある。 

４ 言語活動充実の手立て 



まとめている。 
・巻末に，詳しい文法解説

を示している。 

・資料編に「学ぶ力を高め
よう」として，思考や調
査，表現の方法について
図を使って解説してい
る。 

１７ 

教出 

１ 目標の示し方 
・単元の扉に単元名と単元

の目標を示している。 
２ 新出漢字 
・新出漢字が出た行の真下

の脚注に漢字のみを示
し，本文中にルビがふっ
てある。 

・教材末にページ数，音訓，
用例を示している。 

・巻末に「○年で学習した
漢字」として，ページ数，
音訓，部首，画数，筆順，
用例を示している。 

・巻末に「○年で読みを学
習した漢字・語」として，
ページ数，新出音訓を示
している。 

３ 言語・文法の扱い 
・言語は「言葉の小窓」，文

法は「文法の小窓」とし
て，単元の中に１ページ
程度でまとめている。 

・巻末の「言葉と文法」に，
詳しい言語解説と文法解
説を示している。 

 

１ 興味・関心 
・「行事などの案内文を書
く」では，町内会宛てに
合唱発表会の案内状を書
く活動を取り上げてい
る。 

・「課題を解決するために話
し合う」では，議論の方
向を捉えて発言し，発言
の共通点や相違点を整理
しながら互いの考えを生
かし合い，提言をまとめ
る活動を取り上げてい
る。 

２ 学習過程・具体例 
・「話すこと・聞くこと」「書

くこと」では「学びの重
点」を設定し，各教材で
身につけさせる学習内容
を提示している。 

・「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の話し合い例や
文章例の下部に「活動の
ポイント」を示している。 

１ 構成，配列 
・本文と「資料編」の２部

構成である。 
・１・２学年８単元，３学

年７単元。各単元は各領
域を関連させたものと
『言葉の特徴やきまりに
関する事項』『漢字に関す
る事項』で構成している。 

・古典教材は，全学年，第
５単元に配列し，単元末
に読むことを含んでい
る。 

２ 分量 
・「読むこと」の３年間合計

ページ数が５発行者中で
２番目に多い。 

３ 発展的な学習の示し方 
・「資料編」に読み比べたり

読み広げたりできる教材
を掲載している。 

 

１ 巻末資料の示し方 
・「言葉と文法（解説編）」
「漢字」「言葉の自習室」
として全学年に示してい
る。 

・「学びのチャレンジ」では
本文で学習したことを振
り返り，さらに学習を進
めるための課題を示して
いる。 

・文法に関しては，解説の
後に演習問題を掲載して
いるが，演習問題の量は
少ない。 

２ 本文と図表等との関連 
・１学年説明的な文章にお
いて文章と図表との関連
について考えさせる教材
は，４教材２１ページ掲
載されている。図表等の
数は最も多い。（数２３） 

１ 読書単元の設定 
・読書単元「読書への招待」

２回を設定して２作品を
掲載し，学習の手引きに
ポップづくりなどの読書
活動を示している。巻末
の「言葉の自習室」に，
１・２学年は５作品，３
学年は６作品を掲載して
いる。 

２ 書籍紹介 
・学習の手引き中の「読ん
でみよう」「本の世界へ」。 

・資料編の「各学年のため
の読書案内」。 

・書籍紹介数 ２６０冊 
３ 「書くこと」の学習 
・各学年５回設定し，図表
を用いた報告や四コマ漫
画から意見文を書く，広
告を批評するなどの活動
がある。 

４ 言語活動充実の手立て 
・「言葉の自習室」で，アイ

デアの出し方，インタビ
ューの仕方などを説明し
ている。 

３８ 

光村 

１ 目標の示し方 
・単元の扉に単元名と単元

の目標を示している。 
２ 新出漢字の示し方 
・脚注に行数と本文中の読

みを示している。 
・教材末にページ数，音訓，

用例を示している。 
・巻末に「○年生で学習し

た漢字」として，ページ
数，音訓，部首，画数，

１ 興味・関心 
・「調べたことを報告しよ
う」では，言葉について
調べてみたい課題を日常
生活の中から探し，調査
してわかったことをレポ
ートにまとめて報告する
活動を取り上げている。 

・「話し合って提案をまとめ
よう」では，課題に対し
てグループで具体的な提

１ 構成，配列 
・２・３学年は，本文と「文

法」「漢字に親しもう」「学
習を広げる」の４部構成，
１学年は「言葉に出会う
ために」を加えた５部構
成である。 

・年間７単元。各単元は「読
むこと」に絞ったものが
各学年１単元，それ以外
は複数領域を関連させた

１ 巻末資料の示し方 
・「文法」「漢字に親しもう」

「学習を広げる」として
全学年に示している。 

・「漢字に親しもう」では，
小学校６学年で学んだ漢
字（書き）の練習を問題
形式で示している。また，
巻末資料の折込は，文章
を読むための基本的な学
習用語をまとめている。 

１ 読書単元の設定 
・読書単元「読書生活を豊
かに」「読書に親しむ」を
設定して２作品を掲載
し，読んだ本の紹介など
の読書活動を示してい
る。1 学年の資料編に読
書感想文の書き方に係る
教材を掲載している。 

２ 書籍紹介 
・読書単元末の「本の世界



筆順，用例を示している。 
・巻末に「○年生で学習し

た音訓」として，ページ
数，新出音訓，用例を示
している。 

３ 言語・文法の扱い 
・言語は「言葉」，文法は「文

法への扉」として，単元
の中や単元末に１～３ペ
ージ程度でまとめてい
る。 

・巻末に，詳しい文法解説
を示している。 

 

案を考え，全体会議で結
論をまとめる活動を取り
上げている。 

２ 学習過程・具体例 
・「話すこと・聞くこと」「書

くこと」を扱うページを
上下２段に分け，上段に
学習の流れ，下段に具体
例などを提示している。 

・「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の学習活動は，
４つのステップで構成さ
れ，テーマを決めたり立
場や根拠を考えたりする
手順を示している。 

単元である。 
・古典教材は，全学年，第

５単元に配列している。 
２ 分量 
・「話すこと・聞くこと」「書

くこと」「言葉の特徴やき
まり・漢字」の３年間合
計ページ数が５発行者中
で２番目に多い。 

３ 発展的な学習の示し方 
・「学習を広げる」に読み比

べたり読み広げたりでき
る教材を掲載している。 

 

 
・文法に関しては，解説と
併せて脚注に演習問題を
掲載している。 

２ 本文と図表等との関連 
・１学年説明的な文章にお
いて文章と図表との関連
について考えさせる教材
は，４教材２３ページと
最も多く掲載されてい
る。図表等の種類が５種
類と多い。（数１９） 

を広げよう」。 
・筆者紹介の脚注の「広が
る読書」。 

・書籍紹介数 ２４３冊 
３ 「書くこと」の学習 
・１・２学年は５回，３学
年は３回設定し，新入生
へのメッセージを書く，
職業ガイドを作る，修学
旅行記を編集するなどの
活動がある。また，書く
内容を整理する方法や推
敲などを，「練習」として
各学年３回設定してい
る。 

４ 言語活動充実の手立て 
・資料編で，表現活動のテ
ーマ例や情報の収集方法
などの解説がある。 

 


